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大規模災害等発生時における本校の対応                                 

 

 春暖の候、保護者の皆様にはますますご健勝のこととお喜び申し上げます。 

 さて、東日本大震災の例を挙げるまでもなく、地震の被害は甚大なものであります。本校でも、地

震を中心とする災害に対する備えとして、避難訓練を実施し、児童の災害時における危険回避能力を

育てるべく指導を行っております。しかし、大きな地震を始めとする自然災害が発生した場合には、

まず児童の安全を確保した上で、一刻も早く、安全かつ確実に保護者の皆様にお子様を引き渡すこと

が大切であると考えております。そこで、大規模災害等発生時における本校における対応につきまし

て、お知らせします。 

 

１ お子様の在校時に地震等の災害が発生した場合 

   発生した地震の震度(震度５弱以上)、児童の心理的動揺の有無、学区や通学路の状況、保護者    

の皆様の帰宅などに関わる交通網の状況等から判断し、下校途中や帰宅後のお子様の安全が確  

保できないと思われる場合、お子様は学校で一時保護(待機)し、保護者等に引き渡します。 

学校からの「すぐーる」（または災害伝言ダイヤル）で状況を確認してください。学校で保護

を実施した場合、学校に迎えに来ていただきます。お子様の下校については保護者等(引き渡し

カードに記載されている方のみ)に直接引き渡すことを原則とします。 

２ お子様の登下校時に地震等が発生した場合 

原則的には、学校に向かう(戻る)こととします。

学校より明らかに自宅に近い場合や、途中に避難場

所がある場合などは、学校ではなく自宅や避難場所

に避難します。 

  本校職員が、学校から５ルートの通学路(太線)を

検索しながら、Ａ「向原公園」、Ｂ「100円ローソ

ン」、Ｃ「丸よし公園」、Ｄ「小仲台２丁目坂道付

近」、Ｅ「県子どもと親のサポートセンター」に向

かいます。その後、各地点で 20～30 分待機し、児

童を保護して一緒に学校に戻ります。 

 

 

３ お子様の在校時に南海トラフ大地震に関する情報が発表された場合 

  (1) 南海トラフ大地震臨時情報（調査中、巨大地震注意、調査終了）が発表された場合 

     原則として、通常通り授業を実施します。適切な時期に情報が発表されたことを児童に知ら

せ、安全指導を行います。下校も原則通常通りとします。 

  (2) 南海トラフ大地震臨時情報（巨大地震警戒）が発表された場合 

原則として、通常通り授業を実施しますが、授業を打ち切る場合があります。その場合、お

子様は学校で保護(待機)し、保護者等に引き渡します。 

学校からの「すぐーる」（または災害伝言ダイヤル）で状況を確認してください。学校で保護

を実施した場合、学校に迎えに来ていただきます。お子様の下校については保護者等(引き渡し

カードに記載されている方のみ)に直接引き渡すことを原則とします。 
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４ 気象警報等が発令された場合 

※詳細については、別紙「気象警報等発表時の登校について（お願い）」をご参照ください。 

  (1) お子様の在校時に千葉市内に『暴風警報』『暴風雪警報』及び大雨、暴風、暴風雪、大雪の 

『特別警報』や『避難指示』が発令された場合 

      授業を打ち切る場合があります。その場合、お子様は学校で一時保護(待機)し、保護者等に

引き渡します。 

学校からの「すぐーる」で状況を確認してください。気象警報等が解除された場合は、教師

がお子様を引率して集団下校することもあります。なお、学校で保護を実施した場合、学校に

迎えに来ていただきます。お子様の下校については保護者等(引き渡しカードに記載されている

方のみ)に直接引き渡すことを原則とします。 

  (2) お子様の登校前(午前７時の時点)に千葉市内に上記（１）の気象警報等が発令された場合 

「臨時休業」となりますので、登校させないで自宅待機させてください。 

 

５ お子様の在校時に学校の近隣で大きな事件または大規模な事故が発生した場合 

   発生した事件または事故の概要、児童の心理的動揺の有無、学区や通学路の状況等から判断し、  

下校途中や帰宅後、お子様の安全が確保できないと思われる場合、お子様は学校で保護(待機) し、

保護者等に引き渡します。 

学校からの「すぐーる」を確認してください。安全が確保できそうな場合は、教師がお子様を

引率して集団下校することもあります。なお、学校で保護を実施した場合、学校に迎えに来てい

ただきます。お子様の下校については保護者等(引き渡しカードに記載されている方のみ)に直接

引き渡すことを原則とします。 

 

６ その他 

  (1) 大規模災害等発生時における、学校からの保護者の方への連絡は、原則として「すぐーる」で

行います。その他、災害伝言ダイヤル(再生は 171-2-043-251-3215)にて行う場合もあります。 

  (2)  保護者の皆様からの学校への電話によるお問い合わせはお控え願います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


